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地 域 素 材 を 通 し て 歴史 の学 び方 を 身 に 付 け る中 学 校 歴 史 授 業 開 発
一 港湾都市神戸を事例として －
Development of History Curriculum m Junior High School toward
Learning History through Local Materials: Ａ Case of Port City Kobe
Ｉ。 はじめに
平成10 年版『中学校学習指導要領社会』で は，
歴史的分野の内容に新設項目として「‾歴史の流れ
と地域の歴史」 が登場した。そこで は，匚身近な
地域の歴史を調べる活動を通して，地域への関心
を高め，地域の具体的な事柄とのかかわりの中で
我が国の歴史を理解させるとともに，歴史の学び
方を身に付けさせる」ことが内容になっている。
従前から，身近な地域の歴史を取り上げること
により，地域への関心を育て，我が国の歴史に具
体性 と親近感を もたせながら理解を深めることは
重視されてきたが，今回は身近な地域の歴史を調
べる活動を，歴史についての学び方を身に付ける
一方法としても重視している。しかし，歴史の学
び方を身に付けさせる具体的方法について は，明
らかにされていない。
そこで，本研究では，地域素材を通して歴史の
学び方を身に付ける方法原理について考察し，そ
れに基づいて中学校歴史的分野の授業 「以後 匚中
学校歴史授業」とする）を開発する。
ｎ。地域素材を活用した先行授業実践の分析
１．学習過程の整理
地域素材を活用した中学校歴史授業 の先行実践
50例を，習得させる知識内容 ごとに類型化し，各
型ごとに学習過程を整理すると以下のようになる。
(ａ) 地域を知る歴史学習
①地域の歴史事象に対して，匚どのように(な)｣
と問い，学習問題を明確にする。
②資料を収集・整理・分析し，学習問題の解答
を追究する。
｢ 神戸 に尽 くした人…呉錦堂｣1)を例 にする
鎌　 田　 隆　 男
(神戸市立吉田中学校)
と， 導入段 階で フ ィールド ワ ークを 行い， 身
近 な地 域 にあ る呉 錦堂 の顕彰 碑 の碑文を読 ま
せ て興 味を 持 た せ， 匚呉 錦堂 はど のよ うな 人
物 であ った のか」 と問 い， その事蹟 や思想 を
学習 問題 として いる。 そして， 展開段 階で 呉
錦堂 の略年 表や顕 彰碑 の碑文 などを 読 み取 ら
せて， 彼 の事蹟 や地域 に果 たした役 割を追 究
させ てい る。
（b） 地域 が わかる歴史学 習
①地 域 の歴史 事象 に対 して， 匚な ぜ」 と問 い，
学習 問題を 明確 にす る。
②仮説を 設定 し， 仮 説を証 明す るた めの資料 の
収集 ・整理 ・分析 をす る。
③仮説 の検証を す る。
厂阿 久津 河岸 と氏 家宿イ ）を例 に する と，導
入段 階で 匚津軽藩 の米 の生 産高」 のグ ラフを
みて， 匚17 世紀 に，米 の生 産 が ６倍 に も増加
し たのはな ぜか」 と問題 を明確 に してい る。
そ して， 展 開段階 で 匚開墾 し たか ら」， 匚肥料
を使 ったか ら」，「‾品種改良 し たか ら」， 匚技術
が進歩 し たか ら」等 と仮 説 （予 想）を立 て さ
せ， さ らに仮説を検証 するた めの資料 として，
ＴＰ 匚津軽藩 の新 田開発」 を見 せて， 岩木川
,中流域 が，新 た に開発さ れてい る ことを確認
させ てい る。
（Ｃ） 地域 に生 きる歴史学 習
①地 域 の歴史 事象 に対 して， 厂ど う考え る か」
匚どうす べ きだ っ たか」 と問 い， 学 習問 題を
明確 にす るＯ
②資料を 収集 ・整理 ・分析 して， 歴史事 象 の価
値判断 や問 題場面 で の意 志決定を す る。
③価値判 断 や意志決定 を反 省的 に吟味 する。
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匚土器・矢 ジリ・土偶｣3)を例にすると，導
入段階で，縄文時代に，松戸 に住みついた人
たちが，どうやって， きびしい自然の中で，
自分たちの生活を切り開いていったのかを彼
らの残した遺跡や遺物などから探らせている。
次に， 展開段階で，｢‾このことについてどう
考えるか｣ と問うと，自然に立ち向かった人々
の姿はよく見ているのだが，匚このように自
然と戦いながらきびしい生活に耐えていくと
いうのは，私たちにはなかなかできないこと
だ｣ と考える生徒が多かった。最後に，終結
段階で，繩文人 たちと同じ立場に立って，考
えさせている。
(d) 歴史の学び方を身に付けさせることを重視す
る歴史学習
①地域の歴史事象に対して，生徒自らが，匚ど
のような( に)｣ ，匚なぜ｣， 厂どう考え るか｣
などと問い，学習問題を明確にするＯ
②資料の収集・整理・分析をさせ，学習問題に
対する解答を追究させる。
③各自の考えを発表し，討論する。
匚牛 ヶ首用水の歴史的景観｣4)を例にすると，
導入段階で，牛 ヶ首用水のＶＴＲを見せて興
味を持たせ，各自の興味・関心に応じた課題，
Ａ( 牛 ヶ首用水はどのようなものであったか)，
Ｂ( なぜ，牛 ヶ首用水を作ったか), c  ( 牛
ヶ首用水を作った人々のことをどう考えるか)
から，一つを選択させて，課題を確認する。
次に，展開段階で，生徒が収集した資料や提
示された資料から，問題の解答を追究させる。
最後に，終結段階で，調べたことを発表して，
意見を交換させている。
２。使用された地域教材と活用の方法
各授業で使用された地域教材と活用の方法を抽
出し整理すると以下のようになる。
出　地域教材
（ａ） 現物資料
地域教材としては，地域の遺跡・遺物・絵画
等の自分たちの身近にあるものなので，導入段
階で，生徒の興味関心を引き付けやすく，大き
さや特徴なども直接把握できるので，実証的な
－48 －
追究も可能である。 その事例としては，厂横手
の送り盆と庚申講」5）のように，学校の近くに
建っている庚申塔の背面に刻んである年号を見
つけた生徒が，それが江戸時代のものであるこ
とに興味を示し，そのいわれを追究しようとし
たことなどである。
（b） 文書資料
身近な地域の文書資料は，生徒も容易に入手
しやすいし，歴史の科学的探求能力を育成する
ための資料批判 もさせやすい。厂記録に残るー
ノ谷 の合戦」6）の事例では，歴史の記述 は，書
き手の立場の違いによって違ってくることを理
解させ，批判的な読み方を身に付けさせている。
（ｃ） 図式資料
地図や年表，グラフなどの読図や作図の技能
は，実際に活動させなければ身に付けるこ とは
できないので，平素から親しませ，正しく読み
取らせることが必要である。匚琉球の中継ぎ貿
易と王国の繁栄」7）の事例では，歴史年表を活
用することによって，世界・日本の動 きと琉球
の動きを比較させ複雑な因果関係の理解と歴史
的思考力を身に付けさせている。また，匚平氏
政権～福原遷都と一の谷の戦いJo の事例では，
歴史地図を活用することによって，－の谷の合
戦の空間的位置付けを理解させている。
（d） 視聴覚資料
写真やＶＴＲなどの視聴覚教材を活用するこ
とによって，教室にいながら，多様な情報を収
集したり，体験したりすることができるので，
生徒の興味を引 きやすくなる。「‾牛 ヶ首用水の
歴史的景観」9）の事例では，牛 ヶ首用水のVT
Ｒを見せて，生徒に興味・関心を持たせている。
（ｅ） 人物資料
身近な地域にかかわりのある人物を教材とし
て取り上げることによって，生徒の興味・関心
を高め，学習問題を生徒自身 の切実な問題とし
て考えさせることができる。匚決戦湊川」10）の事
例では，厂楠木正成がなぜ負 けるとわかってい
た湊川の戦に臨んだか」 という問いに対して，
答えを追究させる過程で，楠木正成の立場や気
持ちを理解させることによって生徒たちに切実
感を持たせている。
（2） 活用の方法
①フィールドワーク
身近な地域に博物館や遺跡があれば，放課後
や学校五日制によって増えた休日などを利用し
て繰り返し出かけて行って，調査することがで
きる。 匚応仁の乱 と戦国大名」11）の事例のよう
に，事前に特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡のフィー
ルドワークを実施し，多 くの生徒が， 厂なぜ朝
倉氏 は一乗谷に城を築いたのだろう」 と問題意
識を持つようになり，その地形的特徴を自分の
目で確かめている。 また，朝倉氏遺跡保存館に
展示されている出土品から，当時の武将たちの
日常生活を具体的に理解させている。
②図書館やパソコンの活用
地域の図書館には，その地域の歴史に関する
資料をそろえているので，身近な地域の詳細な
歴史を調 べることがで きる。 厂大日寺 を学ぼ
う」12）の事例で は， パソコンを活用することに
よって，生徒の興味・関心を引くとともに，教
室にいながら多種・多様な情報を入手させてい
る。
③体験的・作業的活動
子どもに伝統芸能・遺跡発掘などの体験的活
動や歴史地図の作図，年表作成などの作業的活
動をさせることによって，子どもの五感に強い
印象を与えることができる。
④地域参加
授業を通して子どもに地域参加させることに
よって，地域への関心，自分自身の地域での役
割 意識を高 めさせる ことがで きる。「‾田能遺
跡」13）の事例では，生徒に地域の遺跡発掘活動
に参加させることによって，地域の開発と文化
財保護との問題を考えさせている。
⑤聞き取り活動
地域の古老や戦争体験者などから，直接聞き
取り調査することによって，抽象的な概念も具
体的 にイメ ージすることができる。「横手 の送
り盆と庚申講」14）の事例で は，地域の古老 から
の聞き取り調査をもとに，横手市の年中行事の
移り変わりや，歴史的背景を理解させている。
３。分析結果の考察
地域素材を活用した中学校歴史授業実践を分析
した結果，中学校歴史授業での地域素材活用の目
的として，地域の歴史そのものを教えるのではな
く，身近な地域で展開された歴史事象の学習を通
して，我が国の歴史を具体的にとらえさせるとい
う一般的な傾向が明らかになった。
また，歴史の学び方を身に付けさせることを第
一のねらいとするよりも，歴史の知識・理解の習
得の過程で学び方を身に付けさせようとする内容
教科としての社会科の特色もよく表していると言
える。
しかし，学び方の方法原理が明示されていない
ので，歴史の見方や考え方を生徒が自分で身に付
けていく具体的な手順や方法を学び方として整理
していくことが必要である。そこで，この分析結
果の考察から明らかになったことを踏まえて，地
域素材を通して歴史の学び方を身に付ける方法原
理を示せば以下のようになろう。
剛　教材選択
①生徒の興味・関心を高め，生徒自身の問題発
見を容易にするために，生徒の生活経験にて
きるだけ関係するものや身近な地域に関係す
る人物などの地域素材を活用する。
②生徒自身が追究できる教材，すなわち仮説・
検証できる教材を活用する。
（2）授業過程
①導入段階
地域素材を通して生徒の興味・関心を高めた
うえで，生徒自らに，匚どのように（な）」，
匚なぜ」， 厂どう考えるか」 といった問いを発
見させ，授業 のねらいを把握させる。
②展開段階
・「どのように」 という問いに対して は，資料
を収集・整理・分析し，歴史的事実を記述的
に明らかにさせる。
・　匚なぜ」という問いに対しては，問題解決へ
の見通しを立てさせ（仮説）， 具体的な資料
により確かめさせる（検証）。
・「‾どう考えるか」 という問いに対しては，資
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料を吟味させ，歴史事象の価値判断や問題場
面での意志決定をさせる。そして，その価値
判断や意志決定を反省的に吟味させる。
③終結段階
学習のまとめと新しい問いの発見をさせる。
（3） 学習活動
①見学・調査活動
具体的な遺跡や博物館等の見学調査活動によっ
て，難解な学習問題もより身近な問題として
考えさせることができる。学校五日制によっ
て生徒が休日などを利用して博物館・資料館，
地域の遺跡などへ繰り返し出かけることが容
易になったことを踏まえると，今後見学調査
活動 は一層重要性を増してこよう。
②作業的・体験的活動
身近な地域の地図や古地図の読図・作図，年
表，歴史新聞の作成などの作業的活動や遺跡
発掘などの体験的活動 は，生徒の興味・関心
を引きつけ，意欲的に学習に取り組ませるこ
とができる。
③資料の活用
身近な地域の文献などの資料は，生徒も容易
に収集できるし，歴史の科学的探究能力を育
成するための資料批判もさせやすい。
④表現的活動
学習結果の発表や討論などの活動で，特に課
題に対する各生徒の意見を述べさせ，それに
ついて議論させることによって，同じ歴史事
象でも人 によって解釈の仕方が違うというこ
とに気づかせることができるので，各自の考
えを発表し，吟味させる学習活動は大切であ
る。
Ⅲ。歴史の学び方学習の方法原理
まず，『中学校学習指導要領解説・社会編』 に
は， 厂学び方を学ぶ学習」 について，厂事例を通し
て課題を追究，考察する学習などを展開し，その
学習の過程において調べ方や学び方，見方や考え
方を学び，身に付けることができるよう工夫改善
することが大切である」 と規定している。 ここか
ら，①具体的な歴史の事例を通して学習すること，
-
②一定の歴史認識のプロセスを経て学び方は身 に
つくことが明らかになる。しかし， これは歴史の
学び方に固有の方法ではない。そこで，歴史の性
格に着目することが要請される。
次に，歴史の性格に着目すると，近年，歴史は
過去の事実であるというより，匚解釈（仮説）」 に
他ならないという見方が一般化してきた。したがっ
て， ③歴史を事実としてではなく，仮説＝理論と
して捉えること， ④異なる解釈（仮説＝理論）を
提示することで，生徒自身に解釈の妥当性を吟味
させる必要のあることが明らかになる。
さらに，学び方を定着させるには一回限りの学
び方学習に終わるのではなく，一回の学習で身 に
付けた方法を別の事例に応用させ，検証してみる
必要がある。つまり，⑤習得した理論を応用・発
展させ，検証させる場面を設けることである。
IＶ. 地域素材を通して歴史の学び方を身に付ける
授業構成
前記の「学び方学習の方法原理」を踏まえて，
地域素材を通して歴史の学び方を身に付ける授業
構成を示せば，以下のようになる。
剛　教材選択
①日本の歴史の流れや時代の特色を身近で具体
的なものとして捉えさせることができるとと
もに，地域の特色にも気づかせることができ
る教材を選択する。
②生徒自身による見学・調査などの追究ができ
る教材，すなわち仮説・検証ができる教材を
選択するＯ
③歴史は解釈であり，価値観の違いにより解釈
の仕方も違ってくるということを理解させる
ために，複数の立場で記述された資料等の教
材を選択する。
（2） 授業過程
＜導入段階＞
地域素材を資料として提示し，生徒の興味・関
心を高めたうえで，生徒自らに問題を発見させ，
授業のねらいを把握させる。
＜展開段階＞
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①学習問題 の解答を追究していくための学習計
画（見通し）を立てさせる。
②問題発見と仮説・検証のために地域の見学・
調査活動などのフィールドワークを位置付け
る。
③具体的なデータ（資料）をもとに仮説を検証
させる。
＜終結段階＞
①学習結果を筋道立てて論理的にまとめさせて，
場合によっては人物の行為などについて，そ
れぞれの立場で評価させる。
②ここで学んだ歴史の見方を応用して，理論を
検証する場面を設定する。
Ｖ。地域素材を通して歴史の学び方を身に付ける
歴史授業モデルの開発
１。授業モデルの設計原理
田　 年間指導計画の中の位置付け
本授業の年間指導計画の中の位置付けは，学習
指導要領の内容（2）匚古代までの日本」と内容（3）
匚中世の日本」 の間の特設単元とする。その理由
は，平安時代の貴族政治 に代わって，いきなり武
家政権が成立したのではなく，その両方の特長を
あわせもつ平氏政権の政策の一つである福原遷都
の理由を学ばせることによって，源頼朝が鎌倉幕
府を開いた理由を考えさせることにつなけ，匚中
世の日本」の導入にするためである。
（2） ねらい
本授業のねらいは，平清盛による福原遷都とい
う身近な地域の歴史事象の学習を通して，都（政
権所在地）の立地についての学び方を身につけさ
せ，その学び方を応用して源頼朝が鎌倉に幕府を
開いた理由を追究させようとするものである。ま
た，福原遷都の理由を地理的・政治的条件から考
えさせることによって，港湾都市としての神戸の
特長に気づかせることもねらいとしている。
（3） 教材活用
本授業で活用した教材を示せば，以下のように
なるＯ
①生徒の興味関心を引きつけ，生徒自身の問題
発見を容易にするために，神戸市の地形図や
地名の出ている略地図などを活用する。
②生徒自身による見学・調査や資料の収集など
の追究ができるように，身近な地域内にある
史跡のフィールドワークや郷土の歴史家の研
究成果を活用する。
③多様な歴史の見方を身に付けさせるために，
複数の解釈のある教材を活用する。
④福原遷都という歴史事象を生徒に実感を持つ
て考えさせるために，身近な地域に関係ずる
人物である平清盛を教材として活用する。
（4） 授業過程
＜導入段階＞（１時間）
歴史の教科書にある古代の都の置かれた場所を
示す略地図を見せて，都城の立地条件を考えさせ
るなかで，平城京や平安京など主な都は内陸部に
あるのに，自分たちの地元神戸 の福原京は臨海部
にあることに気づかせ，興味・関心を高める。そ
して，匚なぜ福原に都が置かれたのか」，「‾福原京
はどのような都だったのか」， といった問題を発
見させ，授業 のねらいを把握させる。
＜展開段階＞（４時間）
①福原になぜ都が置かれたのかを追究するための
学習計画を立てさせる。
②仮説・検証のために，地図をもとに福原京があっ
たとされる地域のフィールドワークをする。
③具体的なデータ（資料）をもとに仮説を検証さ
せる。
第１に 匚福原京はどのような都だったのか」と
いう問いに対しては，教科書の図（資料１）から
想像できる福原京の規模と実際にフィールドワー
クで実感した福原京の規模の違いに気づかせ，教
科書の内容も一つの解釈であることを理解させる。
第２に 匚なぜ清盛は福原に都を置いたか」とい
う問いに対しては，当時の政治情勢，経済面，軍
事面，地理的条件などから，予想させ，複数の仮
説を立てさせて，検証させる。当時の政治晴勢は，
『平家物語』の記述から，京都では僧兵や貴族の
影響力が強く，それを避 けるために清盛の荘園が
あった福原 に遷都したこと，経済面では，教科書
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の 厂日宋貿易」を読ませ，日宋貿易による利益が
平氏政権を支えており，神戸にはその拠点となっ
た大輪田泊があったこと，地理的条件では，神戸
の地形図から，神戸が山と海に囲まれていて防御
に都合のよい地形であったこと，冬の北風を六甲
連山が防ぎ，南風を和田岬が防ぐなど，神戸が天
然の良港であったことなどに気づかせ，多様な歴
史の学び方を身に付けさせる。
＜終結段階＞（１時間）
福原遷都を行なった清盛についての異なる解釈
を提示して，生徒に評価させる。
（5） 学び方の発展
以上の歴史の学び方を活用して源頼朝が鎌倉に
幕府を開いた理由を考えさせ，中世の学習の導入
とする。具体的には，教科書にある 匚鎌倉」の資
料を見て，当時の政治情勢，経済面，軍事面，地
理的条件などから，頼朝が鎌倉に幕府を開いた理
由を多角的に追究させ，生徒が学び方を身に付け
たかどうかを検証する。
２。地域素材を通して歴史の学び方を身 に付ける
歴史授業モデル
（1） 単元名「歴史の学び方一清盛の福原遷都を
手がかりにー」
（2） 単元の目標
①平清盛による福原遷都という身近な地域の
歴史事象の学習を通して，歴史は，観点の
違いによって解釈も違ってくるという，多
様な歴史の学び方を身に付けさせる。
②その学び方を応用して源頼朝が鎌倉に幕府
を開いた理由を追究させ，学び方を深める
とともに 厂中世の日本」の学習の導入とす
るＯ
③福原遷都の理由を地理的・政治的条件から
考えさせることにより，港湾都市としての
神戸の特長に気づかせる。
（3） 単元について
本単元は，厂古代までの日本」と「中世の
日本」の間の特設単元とするＯ平安時代の貴
族政治に代わって，いきなり武家政権が成立
したのではなく，その両方の特長をあわせも
つ平氏政権の政策の一つである福原遷都の理
由を学ばせることにより，源頼朝が鎌倉幕府
を開いた理由を考えさせることにつなげ，
厂中世の日本」の導入とする。
（4） 単元の指導計画（６時間）
時 段　階 主 な 問 い 目　　 標
１
導入
興 味 関 心
問題発見
古 代の都はど
のような所に
置かれたのだ
ろ う。
主 な都 は内陸 部にある のに
福 原京は臨海部 にあるこ と
に問題意 識を 持つ。
２
展
開
学 習 計画
の立案 ・
検討
な ぜ福原 に都
が 置か れたの
か調 べる方法
を考えよ う。
福原 になぜ都が 置かれた の
かを調 べる計画を 立てるこ
とを通 して学習 への意欲を
高 める。
３
●４
追究
フ ィ ー ル
ドワ ーク
福原京 はどの
ような都 だっ
たのだろう。
福原京 は教科書 に見られる
都 と言え るほど の規 模では
なく，計 画されてい た和田
京 も本格 的な都で はなかっ
たこと に気づ く。
５ 追 究 なぜ清盛は福
原に都を置い
たのだろう
京都で は、反対 勢力 の影響
が強い こと， 日宋貿易 によ
る利益が平氏 政権を支えて
いて，神戸 にはその拠点 で
ある大輪田泊があ ったこと，
神戸 が防御 に都合の良 い地
形 であっ たこと， 神戸 が天
然 の良 港であ ったこと に気
づ き， 多様な 歴史の学び方
を身 に付 ける。
６ 談応 用・ 評
価
皿 行っ
た清盛 につ い
てど う考え る
か。
こ れまで の学習過程 で身に
付 けた歴史の学 び方 を応用
して，清盛の行為を多角的・
多 面的 に評価す る。
（5） 授業の展開（各時の学習指導案）
ここでは，紙面の都合上，第４時と第５時の
展開例を示す。
①第４時
＜目標＞教科書で見る福原京の規模とフィールド
ワークで実感した福原京の規模の違いを確認させ
るＯさらに資料で福原京の実態を確かめることを
通して，福原に都が置かれた理由について予想さ
せる。
52 －
段階 主 な発問
予 想される
発言・思考
指導上 の
留 意 点
資料等
(導入)
問題
把握
＜資料 １＞
の地図 を見
て，福 原京
の規模 は他
の都 と比べ
てど うだっ
たのだろう。
・平城 京や平
安京 と同じ
くらい大 き
い。
・「宮」 と名
のっ く都よ
りも大きい。
・教科 書で 見
る福 原京 の
規模 を確 認
させる。
資料 １
(展開)
追究
実際 の規模
はどうであっ
たのか，平
安京 と比 べ
て みます。
＜資料 ２＞
を見て，平
安京 の規模
は， ど のく
らいだ った
のだろう。
・南北5.3km
・東西4.6km
・碁盤 目状に
きちんと区
画さ れてい
る。
・具体 的 な数
字で平 安京
の大 きさを
認識させる。
資料 ２
学 校 か ら
5.3km の距
離はど のく
らいだろう。
地図で確認
してみよう。
・かなり長い。・ 平安 京 の大
きさを 実感
させる。
1/25000
地形図
福原京 は平
安 京と比較
して，そ の
規模 は、 ど
うだっ たの
だろう。
・福原京 の方
が小さい。
・碁盤目 状に
区画 もされ
てい なかっ
た。
・ 資料 ２ と資
料 ３， 地形
図 を見 て，
比較させる。
資料 ２
資料 ３
地形図
＜資料 １＞
の図で福原
京の規模 は
正し く表さ
れてい ると
言える だろ
うか。
･正しくない。
・実際 よりも
大 きく表さ
れてい る。
・ 教科 書 に書
かれて い る
こと も一つ
の仮設 であ
るこ と に気
づ かせる。
資料１
和田京 は，
どの辺り に
作ろう と計
画して いた
のだろう。
・兵庫区 の西
部か ら須磨
区 の東 部に
か けて。
・ 地図で 確認
させる。
1/25000
地形図
資料 ３
和田京 と平
安京を比 較
する とどう
だろう。
・和田 京の ほ
うが小さい。
・和田 京の右
京 は山の中
に，左 京 は
海 の中に入
ってしまう。
・計画 さ れて
い た和田 京
も本 格的 な
都ではなかっ
たこ と に気
づかせる。
資料 ２
資料 ３
(終結)
予想
なぜ清 盛は
福原 に都を
置いたのか，
こ れまでの
学習を 基に
予想し てみ
よう
・守 るのに都
合が良 い。
・京 都に は敵
が多 い。
・交通 の便利
が良 い。
・第 １時で の
古代 の都を
置 く所 の条
件を 参考 に
させる
②　第 ５時
＜目標＞平清盛が福原遷都を行った理由について，
複数の仮説を立てさせて，仮説の妥当性を検証さ
せる。
段階 主な発問
予想さ れる
発言・思考
指 導上 の
留 意 点
資料等
(導入)
仮説
なぜ清盛 は
福 原遷都を
行 った のか
の仮説を立
ててみよう。
・京都で は反対
勢力 の影響 が
強い。
・日宋貿易 の拠
点であり，天
然 の良港で も
ある大輪田 の
泊があ る。
・神戸が防御 に
都合 の良い地
形であ る。
・ 複 数 の 仮
説 を 立 て
させる。
資料 １
(展開)
検証
神戸 は守 る
のに都合 が
良 かった の
だろ うか。
『平 家物語』
の記 述か ら
探 って みよ
つO
・山と海 に囲 ま
れているので，
大軍で攻 めら
れない。
・京都や奈良 に
は敵ヵ侈 いが，
福原 は離れて
いる ので，押
しかけ られな
い。
・だか ら守る の
に都合が良い
と言える。
・ 本 文 の解
釈 を さ せ
る。
・ 地 形 図 か
ら， 神 戸
の 地 形 の
特 色 を 理
解さ る。
資料 ４
地形図
神戸 は交通
の便が良かっ
たのだろ う
か。
・大輪田 の泊 と
いう港があ る
し，山陽道 も
通っている の
で，交通の便
は良い。
・ 資 料 ３を
見 て ， 考
えさ せる。
資料 ３
平清 盛 は大
輪田 の泊を
何 に利 用し
よ うと考え
たのだろう。
教科 書 の日
宋貿 易を読
んで 考えて
みよ う。
・宋と の貿易で
もうけよう と
した。
・貿易 による利
益が平氏 の発
展を支えてい
た。
・大輪田 の泊を
修築して大型
船が直接入港
で きるよう に
した。
資料 ５
大 輪田 の泊
がで きた自
然 条件 はど
んな ものだ
ろ う。
・北風を六甲山
が防ぐ。
・南風を和田岬
が防ぐ。
・瀬戸内海 に面
してい る。
・ 資料 ３ と
地 形 図 を
見 て 考 え
させる。
資料 ３
地形図
(終結)
整理
みんな の立
て た仮説 は
正 しい と言
え るだろ う
か。
・正しい と言え
る。
・ 仮説の妥当
性を吟味さ
せることに
よって， 歴
史の多様な
見方を身に
付けさせる。
福原遷 都を
行っ た清 盛
について ど
う考えるか。
次の時 間ま
でに自分 の
意見を まと
めてお きな
さい。
・ 異 な る 意
見 が 出 る
よ う に 配
慮する。
―  53 ―
(6) 授 業 用 資 料
〈資 料 １ 〉 古 代 の 都 と 道
(出典：『社会科中学 校の歴史 』帝国書 院, 2002,
〈資 料 ２〉 平 安 京
（出典：『社会科中学 校の歴史』帝国書 院, 2002, p26)
〈資 料3 〉 福 原 京 お よ び和 田 京 計 画 想 定 図
(出典： 落合重 信『神戸 の歴史 』後藤書店, 1989, p56)
〈資 料4 〉 『平 家 物 語 』 巻 五 「 都 帰 り」
（ 出典 ：神戸 史談 会編『源平 と神戸 』神戸新 聞 出版 セ
ンタ ー, 1981)
｢ 今度の都うつりの本意をいかにといふに，旧都は南都北
嶺ちかくして，いささかの事にも春日の神木，日吉の神輿
なンどいひて，みだりがはし。福原は山へだたり江かさなツ
て程もさすがとぼければ，さ様のことたやすからじとて，
入道相国のはからひだされけるとかや。」
訳：今回の遷都の真意を尋ねたら，平安京は奈良や比叡山
が近いので，小さな事でも僧兵たちが春日大社の神木
や日吉大社の神輿をかついで，要求を押し通そうとす
るので，乱れている。福原は幾山越えて海も渡らなく
てはならないので，さすがに遠く，そのような手段が
使えないと言って，清盛が考えたと言われている
IＶ. 今後の課題
本研究で開発した授業モデルにしたがって授業
を実施し，実践を考察して，理論の検証を行うこ
とが，今後の課題である。
［注］
１）神戸市中学校社会科研究部『中学校社会科指
導の手引き』，平成８年
２）鈴木早苗『中学校社会科教育実践講座第20
巻』，教育出版センター，平成２年
３）安井俊夫『子どもと学ぶ歴史の授業』，地歴
社，昭和47 年
４）笠島正暉，小俣盛男『郷土教材を活用した歴
史的分野の授業』，明治図書，昭和58 年
５）半田清釛，４）に同じ
6)  1) に同じ，平成９年
７）西里良輝，４）に同じ
８）１）に同じ
9)  4) に同じ
10）1 ）に同じ，平成９年
11）吉田文武，４）に同じ
12) 1) に同じ，平成14 年
13）市川真一『歴史地理教育実践選集第34 巻』，
新興社，平成４年
14）半田清助，４）に同じ
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